
金

受付
社会・保体・英語・技術

準備
各教科

公開授業 分 科 会

秋田大学教育文化学部

附属中学校

秋田大学教育文化学部

附属中学校

秋季公開秋季公開

研究協議会研究協議会
 社会 保健体育

英語 技術

主催：秋田大学教育文化学部
　　　附属中学校
共催：秋田大学教育文化学部
　　　附属教職高度化センター
後援：秋田県教育委員会
　　　秋田市教育委員会
　　　秋田県中学校長会
　　　秋田市中学校長会

２次(最終)案内

11/14
9:30〜12:10

会場：秋田大学教育文化学部附属中学校会場：秋田大学教育文化学部附属中学校 ☎☎018-862-3350018-862-3350
URL　https://www.jrh.akita-u.ac.jp/URL　https://www.jrh.akita-u.ac.jp/

〒 0 1 0 - 0 9 0 4〒 0 1 0 - 0 9 0 4 秋田市保戸野原の町 7 番 7 5 号秋田市保戸野原の町 7 番 7 5 号
MAIL(研究部)　kkb@jrh.akita-u.ac.jpMAIL(研究部)　kkb@jrh.akita-u.ac.jp

9:05 9:30 10:20 10:50 12:10

日 　 程日 　 程

1 1 / 1 4
( 金 )

1 1 / 1 4
( 金 )

オンデマンドでも参観可能オンデマンドでも参観可能
秋季公開研の公開授業は、対面・オン
デマンド配信でご覧いただけます。
(配信では音声が聞き取りづらいことがあ

ります。)

申込みはQRコードより申込みはQRコードより
右下にあるQRコードより11月7
日(金)までお申込みください。
お申込みについての詳細は、裏面
をご覧ください。



公開授業

【指導助言者】

　齊　藤　一　生（中央教育事務所）

【共同研究者】

　外　池　　　智（秋　田　大　学）

　加　納　隆　徳（秋　田　大　学）

社会

【指導助言者】

　久　米　美　樹（中央教育事務所）

【共同研究者】

　松　本　奈　緒（秋　田　大　学）

保健体育

【指導助言者】

　東海林　和　恵（由利出張所）

【共同研究者】

　若　有　保　彦（秋　田　大　学）

英語

【指導助言者】

　斉　藤　誠　良(総合教育センター)
【共同研究者】

　鎌　田　　　信（秋　田　大　学）

技術
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授業者：

阿部　一雄

単元名：世界のさまざまな地域

　　　　　　～アフリカ州～（１年）

日本とアフリカ州のよりよい関わりにつ

いて多面的・多角的に構想する授業を目

指します。

＼Check!／ お申込についてお申込について
秋季公開研の公開授業は、対面・オンデマンド配信でご覧いただけます。

配信の場合、音声が聞き取りにくいことがありますので、対面での参加をご検討くださいますよう

お願いいたします。
参加費は無料です。右下のQRコードより11月7日(金)までお申込みください。

お申込みいただいた方には11月11日（火）までにメールで資料（指導案・配信案内など）をお送

りいたします。期日までに届かない場合には、下記連絡先までご連絡ください。

＼Check!／ 秋田大学　学生のみなさんへ秋田大学　学生のみなさんへ
秋田大学の学生（大学院生を含む）は大学の担当者に参加申込みをお願いします。学生の受付時間も

大学から指定されますのでご了承ください。また、学生の皆さんは対面での参加のみとなります。

授業者：

藤倉　　修

単元名：球技(ネット型:バレーボール)

　　　　　　　　　　　　　　（１年）

生徒が「スパイク」を打ったときの爽快

感やコツをつかんだ時の喜びを味わうこ

とができるような授業を目指します。

授業者：

福田　裕大

単元名：Unit6 How can we make

                  a good presentation?（２年）

生徒が自分の考えを伝えたり、他者の考え

を聞いたりする中で、より相手意識をもっ

て思いや気持ちを表現しようとする生徒の

姿が生み出される授業を目指します。

授業者：

和泉　幸悦

題材名：自動車の自動運転について

　　　　　　　　　　　考えよう(２年)

自動車の完全自動運転の実用化に関わる機

能について、それぞれの仕組みや実用化の

進展状況、経済的側面等を踏まえて協議

し、考えが深まる授業を目指します。


